
令和７年２月２８日（金）

　　　北区立谷端小学校
　　　　校長　 清水　智子

３月号（No.４８２）

1 2 3 4 5 6

1 土
2 日

3 月 5 5 5 6 6 6
安全指導
新図工室、家庭科室、理科室使用開始

4 火 4 4 4 5 5 5 読み聞かせ(６年、３-１)
保護者会(１２３年１３：３０　４５６年１４：３０)

5 水 4 4 4 4 4 4 午前授業　読み聞かせ(５-２)

6 木 4 4 4 5 4 4 文部科学省教科調査官提案授業(４年)

7 金 5 5 5 5 6 6
委員会活動終　図書ボランティア
そろばん教室(３、４年)　コンサート

8 土
9 日
10 月 5 5 5 6 6 6
11 火 5 6 6 6 6 6 読み聞かせ(３-２、２年)

12 水 4 4 5 5 5 5 キッズバンド発表会(朝)

13 木 5 5 6 6 6 6

14 金 5 5 5 5 5 5
スプリングコンサート
そろばん教室(３年、４年)

15 土

16 日

17 月 5 5 5 5 5 5 卒業式準備(５年)　大掃除　一斉安全点検

18 火 4 4 4 6 6 6 卒業式予行(４、５、６年)

19 水 4 4 4 4 4 4

20 木 春分の日

21 金 4 4 4 4 4 4 給食終

22 土

23 日

24 月 4 4 4 卒業式

25 火 3 3 3 3 3 ２学期修了式

26 水 春季休業日始

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

令和７年度　４月(第１週)の予定表

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土 春季休業日終

6 日

7 月 2 2 1 1 1 2
１学期始業式（給食なし）
入学式

、

　　※３月中に、予告なしの避難訓練があります。

日 曜 ３月の予定表
授　業　時　数

本校舎に新しい教室ができました

本校舎１階に５年教室ができま

した。新しい教室で子ども達は一

生懸命に学習しています。１階に

は図工室、２階には菩提樹ルーム、

谷端ルーム、理科室、３階には、

家庭科室もできました。

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ☎０３（３９１６）１１５５

早花咲月、子ども達の未来が拓けますように

校長 清水 智子

早いもので、修了、門出の３月を迎えます。さて、旧暦３月

は、現在の暦と比べると、もう少し季節が進んだ頃になります。

その異称には、桜月、花見月、桃月があり、春惜月や暮春など

は、特に春も終わりに近付く雰囲気を感じます。よく知られて

いる弥生の語源も木草弥生月であると言われ、木や草がますま

す生い茂る時を表しています。

これらの粋な月の名の中で、谷端小の子ども達によく当ては

まると感じるものが、早花咲月(さはなさづき)です。早(さ)とい

う文字は、早いという意味ではなく、若々しい（発展途上では

あるが、元気盛ん）という意味を添える接頭語であると言われ

ています。

子ども達が目標に向かって、挑戦してきた１年間を振り返る

と、うまくいかない苦しいこともあったと思います。それでも

投げ出さずに、仲間と共に知恵を絞り、取り組んできたこと、

周りにいるたくさんの人に支えられ、勇気をふるって立ち向

かったこと、一つ一つの経験が子ども達を立ち止まらせ、考え

る機会をつくってくれました。たとえ解決に至らなかったとし

ても、歩みは遅くとも一歩一歩、前に進んでいる姿がありまし

た。早花咲月の到来は、それぞれの子ども達に瑞々しい花を咲

かせる時を告げていると感じます

人は、自分自身が解決困難だと感じることは、大きな問題と

して捉える傾向があると言われます。逆に、容易に解決できる

ことは、さほど問題と感じないことが多いようです。苦手な人

にとっては、大きな問題であっても、得意な人にとっては問題

ですらない。そう考えると、問題とは、相対的なものであるこ

とが分かります。

大きく見えるものも、階段を上っていくと次第に小さく見え

るようになります。問題解決に当たっては、その問題が小さく

なるように自分自身で学び、解決の視点を広げ、高める方法も

ありますが、その分野に熟知している人の助けを借りる方法も

あります。

そう考えると、子ども達が背負いきれない問題に直面したと

き、私たち周りにいる大人の助けを借りることができるように

する環境を整えることも大切です。できないことを素直に認め、

謙虚に教えを請うことも時には必要な力であると思います。そ

の積み重ねの経験こそが、大きく困難に見えていた問題を小さ

くするための階段であると考えます。大切な谷端小の子ども達

には、自分を信じて失敗や苦しさを恐れず、挑戦する強い心と、

周りの人と共に生きるしなやかな心をもって、大きく羽ばたい

てほしいと願っています。

最後になりますが、本校の教育活動を支えてくださった地域

の皆様始め、保護者の皆様、子ども達の諸活動のご指導を賜り

ました方々、関係各位の皆様に謹んで御礼を申し上げます。あ

りがとうございました。

令和6年度 校内書き初め展 金賞受賞者
１年 H・T

２年 M・S

３年 K・H S・M

４年 S・M H・K

５年 S・R M・T

６年 T・S




